















































































































教科体育における走り幅跳びの助走に関する研究 大村一ー光 J21 
スタンデイングスタートで，一人ずつ全力疾走させた。この持の疾走速度は， 5ul間隔で







11ま， 々 と5mの および5り
m タイムならffに5mの (ただし，スタートから25日.1.地点までの区間)
したものである。
り 9 全力j助走 よりも， い傾向にあった
5mの をみると匂助走開始後の三つの
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96.1 93.'7 90ι9 82.6 62.2 
(1.7) ( 1.6) 
長@短の 96.0 93.3 90.6 815 61.6 
タイプ (3.8) (3.5) 
短・長の 94.1 90.4 86.1 '75.0 
タイプ ( 4.0) (5 0) 
;長。短の 94.8 91.4 74.8 
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踏切 1歩前 2歩前 3歩前
全 踏 短・長の 1.17 1.08 1.06 1.04 
カ 切 タイプ (0.14) (0.09) (0.12) (0.06) 
助
前
2 長・短の 1.10 1.19 1.05 1.06 
走 歩 タイプ (0.07) (0.09) (0.08) (0.07) 
徐 踏 短・長の 1.18 1.09 1.03 1.01 
々 切 タイプ (0.12) (0.11) (0.08) (0.06) 
助
前
2 長・短の 1.12 1.23 1.09 1.07 
走 歩 タイプ (0.06) (0.10) (0.08) (0.06) 
一流競技者 1.21 1.39 1.32 1.27 
(0.09) (0.09) (0.07) (0.05) 
**p<O.01 * p<0.05 ( )内の数値は標準備差
考察
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